
６
日

の
１
校
時
に
、
三
学
期
始
業
式
を
行
い
ま
し

(金)

た
。
今
回
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
生
徒
会
代
表
あ
い
さ

つ
を
紹
介
し
ま
す
。

■
生
徒
会
代
表
あ
い
さ
つ
…
金
子

晴
姫
（
副
会
長
）

は
る

ひ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

冬
休
み
は
有
意
義
に
過
ご
せ
ま
し
た
か
。

３
年
生
は
、
自
分
の
進
路
を
決
定
し
、
そ
れ
に
向
け

て
の
大
事
な
時
期
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
３
年
生
全
員

が
、
自
分
の
決
め
た
進
路
に
進
め
る
よ
う
応
援
し
て
い

ま
す
の
で
、
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

１
・
２
年
生
は
、
進
級
に
向
け
て
の
準
備
を
す
る
学

期
で
す
。
後
輩
の
良
き
手
本
と
な
れ
る
よ
う
に
、
け
じ

め
を
つ
け
、
落
ち
着
い
た
三
学
期
に
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。私

た
ち
第

代
生
徒
会
執
行
部
は
、
今
日
か
ら
本
格
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的
に
活
動
開
始
と
な
り
ま
す
。
生
徒
会
長
の
安
富
祖
楓

麻
君
を
中
心
に
、
先
輩
方
が
実
践
し
て
き
た

結

の
精

神
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
み
ん
な
が
つ
な
が
る
東
江
中
、

進
化
す
る
東
江
中
を
目
指
し
、
学
校
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

不
安
な
こ
と
や
慣
れ
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
、

迷
惑
を
か
け
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一

つ
一
つ
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
全
校
生
徒
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

第 １ ０ ４号
東江中学校

校長 神元勉

さ
あ
、
三
学
期
の
ス
タ
ー
ト
だ
！
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2015年ＮＨＫ全国学校音楽コンクール（通称・Ｎコン）・中学校の部の課題曲として作られた，

SEKAI NO OWARIの「プレゼント」の歌詞を紹介します。

SEKAI NO OWARI 「プレゼント」
作詞 Ｓａｏｒｉ

作曲 Ｎａｋａｊｉｎ

編曲 大田桜子

「知らない」という言葉の意味 間違えていたんだ 知らない人のこと いつの間にか「嫌い」

と言っていたよ

何も知らずに 知ろうともしなかった人のこと どうして「嫌い」なんて言ったのだろう 流され

ていたんだ 「知らない」ことは怖いから 醜い言葉ばかり吐き出して誤魔化して 自分のことま
みにく は ご ま か

で嫌わないで

ひとりぼっちになりたくない ここにいてよ その言葉言えなくって 心閉ざさないで ひとりぼ

っちにさせないから 大丈夫だよ その言葉返せるように 強くなりたい

「人生」のこと あまりにも問題ばかり起きるから 難問解決プログラムなのかと思っていたけ

れど 気づいたんだ 「プレゼント」みたいなものなんだって

何十年か好きに生きていい特別なプレゼント だから楽しみにしながら ゆっくり開けたら良い

んだ 自分自身にその言葉を贈るよ いつも忘れちゃうから

ひとりぼっちにさせないから 大丈夫だよ その言葉返せ

るように 強くなりたい

いま君のいる世界が 辛くて泣きそうでも
つ ら

それさえも「プレゼント」だったと笑える日が必ず来る

ひとりぼっちになって 気付いた 本当は大切な人が

たくさん いるんだってことが

ひとりぼっちにさせないから 大丈夫だよ その言葉返せるように 強くなりたい

重点目標：『きき合い つなぎ合い 支え合う』 ※「不退転」：信念を持ち，何事にも屈しないこと
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